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1.1.1.1.    はじめにはじめにはじめにはじめに  マルチモーダル認証技術[1]の中

で，画像と音声の組み合わせは非接触でデータ

の取得が可能であるため，ユーザへの負担が軽

いことなどの利点を有している．また，個人認

証を行う場合，登録者以外の人物を誤って受理

した場合にデータの再入力を求めることは不可

能であるため，未登録者を誤受理しないことが

重要である． 

そこで本研究では，口唇の動き特徴及び音声

特徴を用い，各特徴に対する帰属度により予め

本人候補者の絞り込みを行うことで未登録者の

誤受理を低減可能な個人認証法を提案する．本

稿では，被験者ごとに個別の発話内容により取

得したデータを用いて実験を行い，提案手法の

有用性について検討を加えたので報告する． 
    

2.2.2.2.    使用使用使用使用データデータデータデータ   
2.12.12.12.1    発話動画像発話動画像発話動画像発話動画像データデータデータデータ  本研究では，CCD
ビデオカメラを用い，被験者 18 名が自身の氏名

を発話した動画像データを取得した．このとき，

雑音を付加しない場合と，電子協騒音データベ

ース[2]（展示会場（ブース内））を用いて雑音を

付加した場合の条件下において，それぞれ 9 回

分の動画像データを取得した．なお，取得した

動画像データの 3 回分をそれぞれ入力データ，

教師データ，並びに参照データの 3 種類のデー

タとして解析に用いた．使用データの組み合わ

せを表 1 に示す．なお，一回の発話ごとに被験

者自身がクリック操作し，発話開始及び発話終

了のタイミングを決定することで，動画を取得

した． 
2.2 2.2 2.2 2.2 音声音声音声音声データデータデータデータ及及及及びびびび時系列顔画像時系列顔画像時系列顔画像時系列顔画像データデータデータデータ        発

話動画像データを毎秒 30 フレームの静止画像に

変換し時系列顔画像データとした．一方，発話

動画像データから 32kHz，16bit の音声データを

取得し，16kHz にダウンサンプリングしたデー

タを音声データとした．  
    

3.3.3.3.    個人個人個人個人認証認証認証認証手法手法手法手法        本研究における個人認証 
手法の流れを図 1 に示す．個人認証は，以下に 
 
 
 

示す(1)～(4)の手順により行われる． 
(1)特徴量算出：音声データ及び時系列顔画像デ

ータから音声特徴として口唇の縦幅と横幅の比

を，口唇の動き特徴として 16 次ケプストラム係

数をそれぞれ算出する． 
(2)帰属度算出：特徴量抽出後，DP マッチング

により各データ間の距離（以下，DP 距離と略記

する）を算出した．次に，同一登録者の教師デ

ータと参照データの間で算出した DP 距離の平

均と標準偏差を用いて作成した三角型メンバー

シップ関数に従い，各登録者に対する入力デー

タの帰属度を算出した． 
(3)候補者の絞込み及び最終候補者推定：帰属度

を用いてしきい値処理により候補者の絞り込み

を行った．さらに，占有率（帰属度の総和に対 
 

表 1 使用データパターン 

 
 

 
図 1 個人認証手法の流れ 
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する各帰属度の割合）を用い，しきい値処理に

より候補者数の推定及び最終候補者の推定を行

った．なお，帰属度のしきい値を Tr，音声特徴

の占有率のしきい値を Ts，口唇の動き特徴の占

有率のしきい値を Tm とし，各値を手動で設定し

た．なお，しきい値設定の詳細については 4.2 節

で後述する． 

(4)推定結果出力：各特徴を用いて推定された最

終候補者に共通の候補者が含まれている場合，

本人であると推定して出力した．一方，共通の

候補者が存在しない場合は棄却した． 

    

4. 4. 4. 4.     提案手法提案手法提案手法提案手法のののの評価評価評価評価 

4.14.14.14.1    比較手法比較手法比較手法比較手法        音声特徴及び口唇の動き特徴を

単独で用い，DP 距離が最小となる登録者を本人

と推定する手法により得られた結果との比較を

行った．  

4.24.24.24.2    シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション条件条件条件条件        本研究では，以下

の条件(1)～(3)によりシミュレーションを行った． 

(1) 被験者を 9 名ずつ（a～i，j～r）登録者と未

登録者に分け，登録者と未登録者の入れ替え

も行う． 

(2) 雑音を付加しないデータ間のシミュレーシ

ョンをシミュレーション１，雑音を付加した

データ間のシミュレーションをシミュレーシ

ョン 2，雑音を付加したデータ及び雑音を付加

しないデータを組み合わせたシミュレーショ

ンをシミュレーション 3 とした． 

(3) 各しきい値（Tr，Ts，Tm）の組み合わせを 

0.1 区切りで変更する．すなわち（0.0，0.1，

～，0.9，1.0）と設定した． 

なお，本実験におけるシミュレーション回数は

被験者数（18 名），発話回数（9 回），並びに

登録者の入れ替えから，しきい値の組み合わせ

ごとに 324 回となる． 
    

5.5.5.5.    シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション結果結果結果結果及及及及びびびび検討検討検討検討        各シミ

ュレーションにおいて，正答率が最高となるよ

うに各しきい値を設定した場合に得られた結果

の一例を表 2 及び表 3 にそれぞれ示す． 
始めに，同条件で取得したデータを用いた場

合（シミュレーション 1，シミュレーション 2），

提案手法により得られた正答率はシミュレーシ

ョン 1 で 90.7％，シミュレーション 2 で 80.6％
であった．また，提案手法による誤受理率はシ

ミュレーション 1 で 0.9%，シミュレーション 2
で 1.5%であり，正答率では大きな差異が認めら

れなかったシミュレーション 2 においても良好

な結果が得られた．  

次に，異なる条件で取得したデータを用いた

場合（シミュレーション 3）に得られた結果と比

較したところ，提案手法による正答率は 71.3%
と口唇の動き特徴を単独で用いた場合とほぼ同

等であった．しかしながら，提案手法による誤

受理率は 0.3%となり，口唇の動き特徴を単独で

用いた場合と比較し良好な結果の得られている

ことが分かる． 
以上の結果は，提案手法が未登録者の誤受理

低減に有用であることを示唆するものである． 
    

6.6.6.6.    まとめまとめまとめまとめ    本研究では，各登録者に対する帰

属度を用いて候補者を予め絞り込んだ後に個人

認証を行う手法を提案した．データ取得条件を

変更して実験を行った結果，提案手法により未

登録者の誤受領を低減可能であることが明らか

となった． 
今後は，認証精度の向上を目的として個人認

証手法について検討を加えるとともに，しきい

値の自動設定処理についても検討を加える予定

である． 
表 2 シミュレーション結果の一例(1) 

シミュレーション 手法 正答 誤識別 誤棄却 誤受理 

提案提案提案提案

手法手法手法手法    
294294294294    1111    26262626    3333    

口唇 241 3 59 21 
1 

音声 247 5 49 23 

提案提案提案提案

手法手法手法手法    
261261261261    1111    57575757    5555    

口唇 249 3 51 21 
2 

音声 215 2 85 22 

提案提案提案提案

手法手法手法手法    
231231231231    1111    91919191    1111    

口唇 232 3 64 25 
3 

音声 171 2 148 3 

 

表 3 シミュレーション結果の一例(2) 
シミュレーション 手法 正答率（％） 誤受理率（％） 

提案手法提案手法提案手法提案手法    90.790.790.790.7    0.90.90.90.9    

口唇 74.4 6.5 1 

音声 76.2 7.1 

提案手法提案手法提案手法提案手法    80.680.680.680.6    1.51.51.51.5    

口唇 76.9 6.5 2 

音声 66.4 6.8 

提案手法提案手法提案手法提案手法    71.371.371.371.3    0.30.30.30.3    

口唇 71.6 7.7 3 

音声 52.8 0.9 
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